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報告:有楽斎  

 毎月第二日曜日の午後 1 時半から午後 4 時ごろまで、朝日 2 丁目集会所で「囲碁

入門講座」に、それなりに一所懸命取り組んでいるのですが、新型コロナウイルス感

染を防ぐために、「三つの密」密閉・密集・密接を避けがたく、まことに口惜しとこ

ろですが、現在休局中です。 

 

熱中症対策の為、「三つのトル」にもご留意を『距離をトル・マスクをトル・水分を

トル』です。今号も、入門者用の練習問題を少々ご案内したいと思います。(監修:太

神楽(だいかくら)師匠) 

生きている石、死んでいる石  

生きるためには完全な眼が２個必要 

石には、どうしても取れない形のものがあります。その状態を生きている石といいま

す。石が生きるためには眼が別々に２個必要です。下の図はなぜ眼が２個必要なのか

の説明です。 

 

左上（一眼） 黒 A の点を眼といいます。

このように眼が一つしかない場合は、白

に周りをすき間なく囲まれると黒はアタ

リの状態になり、白Ａと打って黒石を全

部取られてしまいます。 

右上（これも一眼） 黒Ｂ、Ｃは眼です

が、白にＢと放り込まれると黒石はアタ

リになるので、黒Ｃと取らなくてはなり

ません。すると眼は一つになってしまい

ます。次に白石を取り除いた地点Ｂに打

たれて、黒は全滅です。 

中央（ダメあり） Ｄ、Ｅにすき間が開

いています。これを囲碁用語でダメとい

います。白がＤ、Ｅのダメを詰めると、 
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問題は、囲碁上達法(無料講座)より引用しました。次号は 6 月 30 日発行予定です 

もうおわかりですね。Ｆのところは一眼しかないので、やはり取られています。なお実戦

では、ダメをわざわざ詰めなくても黒に助かる道はないので、このまま放っておいて取れ

ています。 

左下（カケ目） 黒は眼が２個あるように見えますが、実はＨのところは完全な眼ではあ

りません。白にＧと打たれると、Ｇの下の石がアタリになるので、いずれ黒はＨに打たな

ければなりません。Ｈのような形をカケ目といいます。黒は一眼しかありませんから、こ

のままで死んでいます。 

右下（完全な生き） 黒はＩとＪに独立した完全な眼を持っています。白にとってＩとＪ

は「着手禁止点」に当たります。２手同時に打てませんから、白は黒石を取ることができ

ません。この形が完全な生きです。 


